
 

活 動 報 告 書（平成 25 年 12 月～平成 27 年 3 月） 

平成 27 年 4 月 24 日 
ブック・エンド・ドリーム・プロジェクト 

代 表 紺 野   衆 
 
・プロジェクト立ち上げの経緯 
 平成 25 年 11 月に、盛岡市在住の小山卓也さん（元教員、元全国高等学校文化

連盟会長）が大槌高校に赴任した 2 年間に生徒たちとともに描いた三陸リアス海

岸や長年に亘って趣味として描いてきた岩手山・早池峰の作品を、東日本大震災

を契機に、何らかの形で被災地の子供たちのために活用できないかと考え、その

作品を表紙絵として、エッセイを添えた作品ノートを作製することを発案しまし

た。 
 
平成 25 年 12 月 15 日 
 「小山卓也・作品ノート（Ａ５版・68 頁）」を作製し、2013 白堊芸術祭・東京

に表紙絵の作品になっている原画を 4 点出品した際に、特別頒布を通して被災地

の復興支援を呼びかけました。 
 
平成 26 年 3 月 16 日 
 岩手県選出の階 たけし衆議院議員が盛岡市で国政報告会をグランドホテルで

行われたときに、議員にプロジェクトの内容を説明した上で、賛同いただき、壇

上で小山卓也氏がプロジェクトの趣旨を説明しました。会の終了後、事務局の好

意で場所を提供いただき、作品ノートの特別頒布をいたしました。 
 
平成 26 年 3 月 
 作品ノートの頒布は日々、地道に活動をしております。その方法としては、開

設したホームページでの宣伝と支援していただく皆さんの口コミで行われており

ます。 
 
平成 26 年 4 月 23 日 
 地道な活動の中で、ご支援いただいた方々のおかげで、作品ノートに協賛いた

だいた一部を第 1 回目の支援として大槌町立小・中学校に来校し、両校長先生に

図書カード 25 万円分（小学校 15 万円、中学校 10 万円）をお届けしました。 
 その際に、校長先生から学校の現状をお聞きしましたが、そのお話の中で、一



番有り難いのは「心の支援」をいただくことで、具体的にいうと「花と音楽と本」

が子供たちにとって一番の心の支えになりますと言われました。 
 このお話で、我々がやろうとしていることは間違いではないと実感して帰って

参りました。 
  
平成 26 年 6 月 30 日 
 平成２６年度岩手県復興支援の担い手の運営力強化実践事業（一般枠）による

支援の申請し、7 月に受理される。 
 
平成 26 年 7 月 
 県により申請を得る中で、少数の集りから、20 名の構成員を要する団体へとな

り、活動範囲が広くなる。新たな、事業内容を確認することになる。 
 
平成 26 年 9 月 2 日～4 日 
 岩手県助成事業の第 1 弾として、大槌小・中学校の児童・生徒と、画家が一緒

に描く「1 枚のキャンバス」及び小学校側からの要望で 3 年生の学年制作「ちぎり

絵」の制作。 
 主に小学生になってしまった（中学校が別の事業が入ってしまったため）が、

低学年から高学年まで幅広く子どもたちとの心の交流ができたと思う。 
 
平成 26 年 11 月 2 日 
 大槌町の町民文化祭にて、3 点の絵を飾っていただき、町民に紹介していただい

た。 
 
平成 27 年 1 月 9 日～18 日 
 岩手県助成事業の第２弾として、「二つのコラボレーション」と題して、子ども

たちと描いた絵と今回の図書支援の基になっている「小山卓也・作品ノート」の

原画展と最終日には特別講演として大槌小学校校長菊池先生より未来の子どもた

ちのお話などを語っていただく講演会も行われた。 
 ・絵画展には約 500 名の方に来場いただきました。先生方の絵や子どもたちの

絵にくいいるように見入っていました。 
 ・講演会は 190 名を収容するホールに、ほぼ埋まる約 170 名の方々に来場いた

だき、笑いあり、涙ありの内容に、来場者の方々から、心に残るすばらしい講

演会でしたと、お褒めの言葉をいただきました。 
 この「絵画展・講演会」の開催中にご協賛いただいた作品ノートの頒布数が 440
セットになり、当初想定していた数としては大成功と思います。 



平成 27 年 2 月 25 日 
 1 月の「絵画展・講演会」も終わり、皆様からいただいたご協力より、収益分の

一部として今年度最後の支援として、図書カード 20 万円分（大槌小・中学校、吉

里吉里小・中学校に各 5 万円）を各校にお届けしました。 
また、大槌小学校には昨年 9 月にみんなで作成した「1 枚のキャンバス」をモチ

ーフにしたクリアファイルを卒業・進級する児童に 500 枚（10 万円相当）も記念

として、プレゼントさせていただきました。 
 
平成 27 年 3 月 
 岩手県立美術館の売店で、作品ノートの販売が決定し、現在も頒布中です。 
 
平成 27 年 3 月 30 日 
 県の助成事業の監査を県庁で行い一部修正があったものは、31 日提出にて無事

終了いたしました。 
 


